
■中防灰溶融施設の稼働実績(平成18年12月～平成20年3月）赤線は炉の停止期間

■中防灰溶融施設の稼働実績予想図(平成20年4月～）赤線は炉の停止予想

東京二十三区清掃一部事務組合「清掃工場等作業年報【資料】から作成」

主な故障と改善工事：スラグ鉛溶出に伴う設備改善、排ガス中の水銀濃度規制値超過に伴う改善対策工事など

東京二十三区清掃一部事務組合「故障週報（H20.4.1～H20.10.5」と区議会報告などから予測作成

【主な故障】

★2号炉:溶融炉の主電極プラズマ電圧の変動が生じたため点検したところ､炉底電極に赤熱部を発見したため休炉した｡

★4号炉：出滓ロにおいて､溶融スラグの付着･堆積を除去するばつり作業時に､出滓樋部から漏水を発見した｡その後､経過を監視し

ていたが運転継続が困難と判断し､休炉した。


